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本 日 の 内 容

１．原子炉の原理と種類

２．原子力発電のしくみ

３．原子力発電所の安全性

４．核燃料サイクル

５．原子力エネルギーは必要か

６．我が国及び世界の原子力発電の現状
と計画
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原 子 炉 の 原 理 （ １ ）

原子炉の原理は、一言で言えば、核分裂の連鎖反応を起
させ、臨界状態を維持すること。

原子炉の原理は、一言で言えば、核分裂の連鎖反応を起
させ、臨界状態を維持すること。

1回目 3回目2回目

核分裂反応
（ウラン235）

中性子

ウラン
２３５

ウラン
２３６

中性子

中性子

中性子核分裂生成物

内部エネルギー
が大きくなり変形

核分裂生成物

中性子 U235
熱

中性子

分裂

熱

中性子

熱

中性子

1回目 3回目2回目

中性子 U235
中性子 中性子

分裂 熱
中性子

熱 熱

ウラン238、他に吸収

臨界

熱

核
分
裂
の
連
鎖
反
応

超臨界
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原 子 炉 の 原 理 （ ２ ）

核分裂によって、２または３個の中性子が発生し、核分裂生成
物は多種類（核分裂収率）である。核分裂反応によって発生す
るエネルギーの約80％は核分裂生成物が持ち去り、5μm程度
の範囲内で周辺の原子と力を及ぼし合い、熱エネルギーとなり、
核燃料の温度上昇となる。

92U235 + n 35Br90 + 57La144 + 2n

92U235 +   n 56Ba141 + 36Kr92 + 3n
核分裂により発生するエネルギーは、アインシュタイン
の質量（ｍ）とエネルギー（E)の等価則で説明される。

E = ｍｃ２ （Ｃは光の速度）
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核分裂収率

１回の核分裂による発生エネルギーは、核分裂反応に
よる質量欠損（上の式の左辺の和から右辺の和の差）

から計算され、約２００MeV（=3.2x10－11J）である。
１電子ボルト（eV)とは、真空中で、１価の荷電粒子を１V 髙電位側へ移動させた
ときの仕事量＝1.6 ｘ 10-19J
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原 子 炉 の 原 理 （ ３ ）

ＳｈＳｈ

核分裂反応によって生成される中性子のエネルギーは非常に
高く（高速：約1,000万ｍ/秒）、核分裂反応の起こり易さ（核分裂
断面積）は、中性子のエネルギーによって異なる。一般には熱
中性子（約2,200ｍ/秒：この運動エネルギーが常温の物体の原
子の熱運動エネルギーと平衡）まで減速して反応を起しやすく
する。この減速材としては、軽くて中性子を吸収しないで弾き飛
ばす原子である水素（水）や炭素（黒鉛）等が選ばれている。
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原子炉は使用する中性子のエネルギー、燃料、減速材、冷却材
や使用目的等によって分類される。

中性子エネルギー： 高速炉、熱中性子炉

燃料： 天然ウラン、低濃縮ウラン、髙濃縮
ウラン、プルトニウム、トリウム（U233）

金属燃料、酸化物燃料（混合）、
炭化物燃料、液体燃料、・・・

減速材： 軽水、重水、黒鉛

冷却材： 軽水、重水、ガス（ヘリウム、炭酸
ガス）、液体金属（ナトリウム、鉛等）

使用目的： 研究炉、試験炉、実験炉、
発電炉、舶用炉、RI生産炉、
軍事用炉

制御棒駆動機構

冷却材出口

冷却材入口

減
速
材

熱
遮
蔽核

燃
料

反
射
体

遮蔽
制
御
棒

原子炉の模式図

原 子 炉 の 種 類 （ １ ）

炉心

5
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原 子 炉 の 種 類 （ ２ ）

ＮＳＲＲ（原子炉安全性研究炉）は、出力急上昇（反応度事故）時の原子炉燃料の安全性を研究
するための研究炉で、数ミリ秒で２３，０００ＭＷまでのパルス運転を行える。原子炉はスイミン
グプール型で原子炉上部に対しては水が遮蔽の役割を果たしているので、運転中でも炉心を
見ることが出来る。

チェレンコフ光：エネルギーの高い荷電粒子が物質
内を通過するとき、この粒子の速度が物質内の光速度
より大きい場合、放射光（チェレンコフ光）を放射する。
チェレンコフ光は、波面の進行方向と粒子の進行方向
とのなす角度θの中に放射され、角度θの大きい方向
に青い光として進行する。

試験燃料体
カプセル 炉心燃料要素

トランジェント棒

調整棒

安全棒

実験孔

ホールドダウン機構

オフセット装填管入口

制御棒駆動機構

垂直装填管

オフセット装填管

原子炉プール

中性子検出器

燃料

カプセル

炉心

実験孔内排気管 中
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ホールドダウン機構

オフセット装填管入口
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原子炉プール
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原 子 炉 の 種 類 （ ３ ）

原子炉の種類 燃料 減速材 冷却材 備考

ガス冷却
黒鉛炉

天然ウラン
金属 黒鉛 炭酸ガス

コールダ―ホー
ル、AGR

水冷却
黒鉛炉

濃縮ウラン
酸化物 黒鉛 軽水

RBMK（チェル
ノブィリ炉）

重水炉
天然、濃縮
ウラン酸化物 重水 重水、軽水

CANDU炉、
ふげん

沸騰水型
軽水炉

濃縮ウラン
酸化物 軽水 軽水 世界の

加圧水型
軽水炉

濃縮ウラン
酸化物 軽水 軽水

約8割

高速炉
Pu－U混合
酸化物 なし

液体ナトリ
ウム

増殖
MA核変換

高温ガス炉
濃縮ウラン
酸化物 黒鉛 ヘリウムガス

原子炉出口
温度950℃

主 要 な 原 子 炉 の 種 類

MA：アクチノイドの中、半減期の長いAm, Cm等を言う。
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原子力発電と火力発電の違い

同じ

原子力発電のし くみ （ １ ）

原子炉圧力容器

蒸気
蒸気出口

再循環水
出口

燃料

制御棒制御棒駆動機構

冷却材入口

再循環水
入口

シュラウド 炉心
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化学エネルギーと原子力エネルギーの比較

C ＋ O2 → CO2 ＋
石炭
石油
天然ガス

ウラン

原子の結びつき方が変化
するとエネルギーが発生

原子の本体が
変化するとエネ
ルギーが発生

核分裂

ウラン235

中性子

内部エネルギーが
大きくなり変形した
ウラン236

中性子

中性子

中性子

核分裂生成物(FP)

FP

熱エネルギー

熱エネルギー

熱エネルギー

原 子 力 発 電 の し く み （ ２ ）

0 5 10 15 20 25(ﾄﾝ）
21トン

93万トン

146万トン

221万トン

0 50万 100万 150万 200万 250万（トン）

濃縮ウラン

天然ガス

石炭

石油

100万kWの発電所を１年間運転するために必要な燃料の量

10万分の１

100万ｋWの発電所に必要な燃料量
原子力

109 235 1 1
3.2×10-11 6.02ｘ1023 0.34 0.05
＝ 2.27×107 gr
＝ 22.7 トン （93%稼働率で21トン）

火力
1個のウラン235原子の核分裂は、5,000万個の炭素原子の
燃焼に匹敵するエネルギーを出す。

× ×365×24×3600××
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沸騰水型軽水炉（BWR)

燃料棒と燃料集合体

原 子力発電の し く み （ ３ ）

圧力 ７０ｋｇ/cm2

温度 約２８０℃
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加圧水型軽水炉（PWR)

燃料棒と燃料集合体

原 子力発電の し く み （ ４ ）

圧力 157kg/cm2

温度 約320℃
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原子力発電の し く み （ ５ ）
加圧水型原子力発電所系統図

九州電力提供
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原子力発電のし くみ （ ６ ）
写真で見る原子炉圧力容器とタービン

据付け中の原子炉
圧力容器

燃料集合体を装荷した
原子炉圧力容器

蒸気によりタービンを１分間に1,800回
の高速で回転させ、このタービンに直結
した発電機を回転させて電気をつくる。

タービン・発電機

九州電力提供
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原子炉設置に係る安全設計審査

電気事業者が原子力発電所を建設するに当たっては、国の厳格な
安全審査を受けることになっている。ここでは、原子炉施設の概要を
把握する意味で安全設計審査指針の骨格を示す。

１．原子炉施設全般：準拠規格・基準、自然現象、火災等10項目
２．原子炉及び原子炉停止系：自己制御性、停止能力等8項目
３．原子炉冷却系：圧力バウンダリの健全性、非常用冷却系等9項目
４．原子炉格納容器：機能、隔離機能、雰囲気制御等6項目
５．安全保護系：多重性、独立性、試験可能性等7項目
６．制御室及び緊急時施設：機能、制御室外原子炉停止等6項目
７．計測制御系及び電気系統：計測制御系、電気系統の2項目
８．燃料取扱系：新燃料・使用済燃料の貯蔵・取扱、臨界防止等3項目
９．放射性廃棄物処理施設：気体、液体、固体廃棄物に関し4項目

10．放射線管理：周辺、従事者の放射線防護・監視・管理等4項目
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原子力発電所の安全性（１）

運転・保修員
の資質向上

多重防護の設計

もし異常が
発生しても

異常の拡大及び
事故への進展の防止

自動的に
原子炉を
停止する装置

異常を早期に
検出する装置

止める

さらに事故発生
に至っても

周辺への放射性物
質の異常放出防止

原子炉

格納容器

非常用

炉心冷却

装置

閉じこめる冷やす

異常の発生の防止

余裕の
ある

安全設計

フェイル
セーフ

インター
ロック

(地震対策など) (安全側へ動作) (誤動作防止) 

厳重な品質管理
入念な点検，検査

原子力
発電所の
安全性

安全確保のしくみ



放射能を閉じ込める5重の壁

原子力発電所の安全性（２）原子力発電所の安全性（２）

第1の壁
ペレット
ウラン燃料を
焼き固めた物

第2の壁

被覆管
合金製の
細長い筒

約4m

第3の壁
原子炉圧力容器
（鋼鉄製容器）

厚さ
約15cm

第4の壁

厚さ
約4cm

原子炉格納容器
（鋼鉄製容器） 第5の壁

厚さ
約1m

原子炉建家
（鉄筋コンクリート）

16
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原子炉の固有の安全性（自己制御性）

原子力発電所の安全性（３）

自己制御性なし

［出力小の状態］ ［出力大の状態］

ある出力状態

ほうっておいとどちらかに移動（不安定）

ある出力状態

［出力小の状態］ ［出力大の状態］

ほうっておいても安全（安定）

自己制御性あり



原子力発電所の安全性（４）
原子力施設周辺の環境放射線モニタリング

原子力施設を有する道
府県では、４半期ごとに
評価会議を開き、審議・
評価し、すべて公表して
いる。

モニタリングカー

放射線や放射能を
測定する機器を積んで，
広い地域でモニタリングを

しています。

モニタリング
ステーション

環境放射線の測定に
加えて空気中に浮遊する
塵に含まれる放射能や
気象データを測定
しています。

環境試料採取
（陸上）

葉菜，牛乳，土壌
雨水，河川水等を
サンプリングし，
放射能を測定
しています。

モニタリングポスト

原子力施設の敷地周辺では，
環境放射線を連続して
測定しています。

環境試料採取
（海洋）

魚介類，海藻，海水等を
サンプリングし，放射能を
測定しています。

周辺監視区域

原子力施設

18
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原子力発電所の安全性（５）

日常生活と放射線
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原子力発電所の安全性（６）

原子力発電所の地震対策と一般建築物の揺れの差

耐震設計と地震対策

１．徹底した調査
活断層、地質構造、過去の
地震

２．振動台や加振機による
耐震実証試験

３．詳細な解析評価

４．強固な岩盤上に設置

５．安全上の重要度に応じ
た耐震設計
止める、冷やす、閉じ込める

６．原子炉の自動停止
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原子力発電所の安全性（７）

21

チェルノブィリ原子力発電所の構造と事故経過
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多重防護の設計

異常の発生の防止

余裕の
ある

安全設計

フェイル
セーフ

インター
ロック

(地震対策など) (安全側へ動作) (誤動作防止) 

もし異常が
発生しても

異常の拡大及び
事故への進展の防止

自動的に
原子炉を
停止する装置

異常を早期に
検出する装置

止める

さらに事故発生
に至っても

周辺への放射性物
質の異常放出防止

原子炉

格納容器

非常用

炉心冷却

装置

閉じこめる冷やす

なし
急速で信頼性
高い停止系 ：
不十分

自動作動を
切って運転

「制御棒30本以上を
中間位置まで挿入」
が条件であったが、
インターロックなし

計画を下回る低出力で
運転―不安定になるた
め連続運転は禁止され
ていた。

チ ェ ル ノ ブ ィ リ 事故 と多重防護チ ェ ル ノ ブ ィ リ 事故 と多重防護

安全文化の欠如

原子力発電所の安全性（８）
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¾ 「核燃料サイクル」とは、原子力発電所の使用済燃料を再処理することに
より取り出したウランとプルトニウムを再利用すること。

Pu239 は U238＋n→U239→Np239→Pu239で生成
¾ 限りあるウラン資源を有効利用し、エネルギーの安定確保に貢献。
¾ 放射性廃棄物の量を減らすことができる。

再処理工場
（青森県六ヶ所村)

ＭＯＸ燃料工場中間貯蔵施設
（青森県むつ市)

ＭＯＸ燃料

原子力発電所
（軽水炉）

使
用
済
燃
料

高
速
増
殖
炉
使
用
済
燃
料

原子力発電所
（高速増殖炉）

高速増殖炉用
再処理工場

MOX燃料

ウラン・
プルトニウム

ウラン・
プルトニウム

高速増殖炉用
燃料工場

プルサーマル

高レベル放射性廃棄物

ウラン鉱山 燃料製造工程
（濃縮等）

ウラン燃料

天然ウラン
鉱石

高レベル放射性廃棄物
最終処分施設

軽水炉
サイクル
［現在］

高速増殖炉
サイクル
［将来］

（青森県六ケ所村)

＊プルトニウムを軽水炉（熱
中性子炉：サーマル・リア
クター）で利用することを
プルサーマルという。

＊

核 燃 料 サ イ ク ル （ １ ）
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軽水炉によるエネルギー生産量：燃焼度（平均） 45,000MWD／ton・Uの場合

燃えやすいウラン
（ウラン235）

プルトニウムに変化

燃えにくいウラン
（ウラン238）

発電前
（新燃料濃縮度：4.5%）

発電後
使用済燃料

発電によるウラン燃料の組成の変化

4.5%

95.5%

4.9%

93.0%

ウラン236
0.6%含む

2.5% プルトニウム
1.1%

ウラン235
1.0

再
利
用
可
能

核分裂生成物
（TRU0.1%含む）

高レベル放射性廃棄物
（ガラス固化体として

地層処分）

ウランから生成した
プルトニウムの核分裂割合

プルトニウム
30%

ウラン238
7%

ウラン235
63%

軽水炉内でウラン燃料の発電割合
ウラン燃料の約4.6%相当（重量）が消耗

核 燃 料 サ イ ク ル （ ２ ）
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ウラン炉心

ウラン
約70%

プルトニウム
約30%

100

80

60

40

20

0

炉
心
全
体
で
の
発
電
割
合
（％

）
初期※ 末期

約1年間の運転期間

1/4MOX炉心
100

80

60

40

20

0

炉
心
全
体
で
の
発
電
割
合
（％
）

初期 末期
約1年間の運転期間

※約1年間の運転毎に、炉心の燃料の約1/5から1/4を新燃料に取り替えるが、残りは
継続使用するため、ウラン炉心の運転初期でも燃焼して生成したプルトニウムを含む
燃料が存在している。

ウラン
約50%

プルトニウム
約50%

核 燃 料 サ イ ク ル （ ３ ）
プルサーマルでは、PuとUの混合酸化物（Mixed OXide、MOX)
燃料を通常、炉心全体の１/３以下装荷する。ウラン燃料炉心と
特性上大差なく、欧米で３０年以上の実績があり、我が国でも
九州電力、四国電力等で開始し、各電力会社が予定している。
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一般に、転換比が１以上である場合増殖と言う。高速エネルギー領
域では、核分裂の連鎖反応に寄与しなかった中性子がウラン－238
に吸収されて核分裂性物質のプルトニウムー239に変換され増殖さ
れる。一般的には、このために炉心周囲に劣化ウランのブランケット
を設ける。

生成された核分裂性物質量
消費した核分裂性物質量

転換比＝

高速増殖炉とその特徴（１）

再 処 理

核分裂生成物
0.9トン

UO29.6トン
PuO21.3トン

高速炉による発電

軸方向ブランケット 炉心燃料径方向ブランケット

PuO21.1トン
UO25.0トン

UO23.8トン
UO22.1トン

UO21.3トン
PuO20.2トン

注

実用化時代の高速炉の姿の一例を示すものである。
燃焼度約15万MWD/T，稼働率89%，平衡炉心における物質収支

注
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高速増殖炉とその特徴（２）

もんじゅNa
漏れ事故

二重配管

出典：文部科学省「高速増殖炉もんじゅ研究開発の意義と必要性」
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高速炉実験炉「常陽」高速炉実験炉「常陽」
昭和52年臨界

高速原型炉「もんじゅ」高速原型炉「もんじゅ」
平成6年臨界

高速実証炉
2025年頃

実用炉

2050年頃
１４年半ぶり
に運転再開

世界の高速増殖炉開発の現状

我が国の高速増殖炉開発

ロシア： 実験炉、原型炉運転中、
実証炉建設中

インド： 実験炉運転中、原型炉建設中
中国： 実験炉建設中、

実証炉計画中
フランス： 原型炉計画中
米国： ？

高速増殖炉とその特徴（３）
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原 子 力 発 電 は 必 要 か

エネルギー問題とは何か？

１．エネルギー源に求められる３要件

・ 安定供給の確保
・ 地球環境への適合
・ 市場原理の活用 － 経済性

２．エネルギー需要供給の現状と将来（価格変動含む）

３．地球温暖化とCO2排出量問題

これからのエネルギーをどうする？
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世界の一次エネルギー消費の現状と将来世界の一次エネルギー消費の現状と将来

中国・インド等人口超大国、新興国等の需要拡大により
世界的にエネルギー危機、資源争奪となる！

18000
16000
14000
12000
10000
8000
6000
4000

0
2000

1980 1990 2000 2010 2020 2030

26.5

百
万
ト
ン
（石
油
換
算
）

他の再生可能
エネルギー

バイオマス

34.1

20.95.9
2.2
9.8
0.0

29.1

29.8

21.2
5.7
2.4
9.6

2.2

水力

原子力

天然ガス

石油

石炭

WEO全量，
２008

化石燃料への依存化石燃料への依存
はは8080％以上％以上

国際エネルギー機関(IEA), 2009

エネルギー源別

1.2082 trillion
barrels

41
years

181 trillion
Cubic meters

63 years
100
years

5.47 million
tons

147
years

909.1
billion tons

1兆2,082億
バーレル

41年

181兆ｍ3

63年 100年

547万
トン

147年

9,091
億トン

資源確認埋蔵量と可採年数資源確認埋蔵量と可採年数

石 油
2006年末

天然ガス
2006年末

石 炭
2006年末

ウラン
2007年1月

出典 (1) BP統計2007
(2) URANIUM2007

高速増殖炉
が実用化され
れば３,０００年

可採年数＝確認可採
埋蔵量／年生産量
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04年 30年（予測）

米国

中国

EU

22.1%

18.3

14.8

24.8その他

17.7

25.8

25.7

10.4

ロシア 5.8

日本 4.6

他のアジア
諸国 5.3

6.3

インド 4.2

6.6 2.9
4.7

404億2000万トン

総排出量
260億7900万トン

2004年 2030年（予測）2006年

62億トン

58億トン

IEA 2006年予測

2050２０５０

2050年までにCO2
濃度を450ｐｐｍ以
下に抑える

気温上昇を2℃
以下に！

CO2排出量を
50％削減

京都議定書後の
中期目標策定

目 標目 標

CO2排出量の現状と将来予測



新エネルギーの導入と課題

風力発電

山手線の3.5倍の面積（約264km2）

（~8,700億円）

太陽光発電

山手線一杯の面積（約67km2）

（~3.9兆円）

原子力発電所一基

0.6km2

（~2,800億円）

9 CO2の排出量削減には、太陽光や風力など新エネ
ルギーの導入も非常に有効な手段
9ただし、現時点では経済性や供給安定性などの課題
が存在することも事実

各種発電（１００万ｋ各種発電（１００万ｋWW級）の比較級）の比較

32
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我が国の新エネルギー我が国の新エネルギー導入実績と目標実績と目標

全体の 0.4％

出典：資源エネルギー庁「原子力2009」他
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原子力発電は原子力発電はどの程度寄与できるか寄与できるか

全発電電力量の約30％を供給

１．安定供給の確保
燃料のウランは、政情安定な国から輸入出来、資源量も
比較的十分に存在する。また、原子炉に一度燃料を装荷
すれば３年以上使用出来る上、備蓄が容易である。

２．地球環境への適合
発電過程でCO2を排出せず、 SOｘ, NOｘ, 煤塵も放出しない。

３．経済性
発電原価は化石燃料、水力、自然エネルギーと比較して最も
安価である。

原子力発電所の新増設により全発電電力量の
40～50％を供給することは可能
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各種電源別のＣＯ各種電源別のＣＯ２２排出量の比較の比較

【出典：電力中央研究所報告書 他】

原子力は火力の1/20～1/40,
太陽光発電の1/2
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耐用年数 ： 40年
設備利用率 ： 80％（水力45％）
燃料価格 ：

石油 =  27.4 Î 90.7 $/ﾊﾞﾚﾙ
石炭 =  35.5 Î 76.5 $/ﾄﾝ
LNG =  2.8 Î 5.3  万円/ﾄﾝ

ウラン =  10.1 Î 95.0  $/lbU3O8

条件条件

原子力：原子力： 再処理費用、再処理設備廃止費用、再処理費用、再処理設備廃止費用、
高レベル廃棄物処理・処分費等含む高レベル廃棄物処理・処分費等含む

（鉱石）

2008年2月
（試算例のベース）

2002年度平均
（ｺｽﾄ小委のベース）

70

60

30

20

10

0
水
力

石
油
火
力

LNG
火
力

石
炭
火
力

風
力

太
陽
光

11.9

10.7

20.1

6.8

9.6

5.7

7.1

5.3

6.0

10～24

46～60

(¥/kWh)

経済産業省
総合資源ｴﾈﾙｷﾞｰ調査会総合部会
ｺｽﾄ小委員会(2003年、2007年)
最近の電気事業者試算例（2008年）

各 種 電 源 の 発 電 原 価各 種 電 源 の 発 電 原 価

原
子
力



BWR，PWRの電気出力の推移

我が国における原子力発電導入の経緯
37

電
気
出
力
（M

W
）

運開年度
1970 1980 1990 2000 20202010

2ループ

運転中
建設中又
は申請中

3ループ
4ループ

運転中

建設中又は申請中

廃炉

2000

1500

1000

500

0
2000

1500

1000

500

0

BWR

PWR

敦賀-1

福島Ⅰ-1

島根-1
浜岡-1

福島Ⅰ-2

福島Ⅰ-3

福島Ⅰ-4福島Ⅰ-5

浜岡-2

東海-Ⅱ

福島Ⅰ-6

福島Ⅱ-1

福島Ⅱ-2

福島Ⅱ-3

柏崎-1

浜岡-3

女川-1

島根-2

志賀-1

福島Ⅱ-4

柏崎-5

柏崎-2
女川-2

浜岡-4

柏崎-3
柏崎-4

柏崎-6

女川-3

東通-1（東北）

志賀-2浜岡-5

島根-3

東通-１（東京）

大間-1柏崎-7

美浜-1

美浜-2

玄海-1

美浜-3
高浜-1

高浜-2

伊方-1 玄海-2 伊方-2

大飯-1 大飯-2

川内-2川内-1

敦賀-2

高浜-4高浜-3

泊-1 泊-2

伊方-3

大飯-3 大飯-4

玄海-3 玄海-4
泊-３

敦賀-3 敦賀-4
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運転中の原子力発電所運転中の原子力発電所

MWe 基数

アメリカ 102,750 103

フランス 66,020 59

日本 48,839 54

ロシア 23,550 31

ドイツ 21,370 17

韓国 11,710 20

世界全体 386,412 440

我が国の原子力我が国の原子力発電所の運転・建設状況の運転・建設状況
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世界は原子力ルネッサンス時代世界は原子力ルネッサンス時代

（103基） 10,475.6

（59基） 6,602.0

（5４基） 4883.9

（27基） 2,319.4

（17基） 2,137.1

（20基） 1,771.6

（18基）1,342.5

（19基） 1,195.2

（11基）
900

（15基）
331.0

単位：万kW

アメリカ

フランス

日本

ロシア

ドイツ

韓国

カナダ

イギリス

中国

インド

＋３３基

５４

１０

建て替え

１５６

５８

１

１４

運転中
建設・計画中

（82基）
8,157.8万kW

（429基）
38,704.8万kW全世界出力

出典：日本原子力産業協会「世界の原子力発電開発の動向2006年次報告
一部改訂、追加

その他の既原子力発電国21カ国、東南アジア、
中東、アフリカ、中南米の諸国でも新設計画

～2020年
195基

20~25年
344基

世界全体

（WNA,
2010.4)
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１．原子力発電の原理は、原子本体の核分裂に
伴って発生するエネルギーを利用するもので、
少量のウラン、プルトニウムから莫大なエネル
ギーが得られ、この過程でCO2を発生しない

クリーンなエネルギーである。

２．我が国では、５４基の原子力発電所が運転され、
全発電電力量の約３０％を担っている。

３．ウラン資源を有効に活用する視点から燃料をリ
サイクルして用いる核燃料サイクルは重要で
ある。

ま と め （ １ ）
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ま と め （ ２ ）

４．風力、太陽光発電等再生可能エネルギーの導入
拡大を図るべきであるが、低炭素の基幹エネル
ギーとなるものは、原子力発電以外は考えられ
ない。
化石燃料の枯渇への懸念、地球温暖化問題から
国民の理解を得つつ、原子力発電の拡大を図る
ことが妥当である。国際的にも、同様な考えで
世界各国は、原子力利用に向け、原子力ルネッ
サンス時代を迎えている。

４．風力、太陽光発電等再生可能エネルギーの導入
拡大を図るべきであるが、低炭素の基幹エネル
ギーとなるものは、原子力発電以外は考えられ
ない。
化石燃料の枯渇への懸念、地球温暖化問題から
国民の理解を得つつ、原子力発電の拡大を図る
ことが妥当である。国際的にも、同様な考えで
世界各国は、原子力利用に向け、原子力ルネッ
サンス時代を迎えている。


